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＜指導者の言葉＞ 

 国語科の単元「身近な出来事」において，夏休みの思い出作文を書く

活動をしました。本生徒が思い出として取り上げたのが，令和３年の東

京オリンピックの開会式のピクトグラムのパフォーマンスでした。初稿

では，「ピクトグラムはおもしろい。」という感想に留まっていました。 

 そこで，次のとおり指導の工夫を行いました。 

① 国語科の教科書教材との関連付け 

   教科書(国語☆☆☆☆)の教材文「いろいろな標識」を丁寧に読む

ようにしました。そこから，標識がどのように素晴らしいのか，ど

のように役立っているのかについて気付くことができました。 

② 他教科学習との関連付け 

   社会科で学習した歴史の内容とも合わせて，昭和 39 年前後の日

本の状況について本やインターネット等で調べました。そこから，

ピクトグラムやオリンピックの効果について考察を述べることが

できるようになりました。 

 これらの工夫により，作品の内容に深みをもたせることができまし

た。 

 また，今回の作文だけでなく，普段から本生徒の日々の興味・関心と

教科等の学習とが繋がることを意識しています。 

 （例）〇グラフを読み取る能力（数学科・理科） 

    〇千を超える数字の大小を比べる能力（数学科） 

    〇昭和時代の様子の知識（社会科・生活単元学習） 

    〇自己の障害への理解（自立活動） 

    〇標識への興味・知識（小学部の生活単元学習） 

    〇書籍から知識を得る体験（各教科等） 

 さらに，日頃からタブレット型端末を学習に活用していることから，

音声認識機能や文字情報でのコミュニケーション手段への興味・関心が

高く，今回の作文の意欲的な創作に繋がりました。 

 


